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平 成 ２ ３ 年  第 １ ３ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録  

１ ． 開 催 日 時  平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 ７ 日 （ 金 ） 午 前 ９ 時 ０ ０ 分  

２ ． 開 催 場 所  仙 北 市 役 所 西 木 庁 舎 総 合 開 発 セ ン タ ー 集 会 室  

３ ． 出 席 委 員  (２ ２ 人 ) 

       １ 番  佐  藤    和       ３ 番  糸  井    淳  

       ５ 番  三  浦    猛       ６ 番  大  山  久  雄  

       ７ 番  山  手  善  美       ８ 番  田  村  博  美  

       ９ 番  千  葉  惣  永      １ １ 番  澤  田  信  男  

      １ ２ 番  青  柳  良  成      １ ３ 番  布  谷  次  郎  

      １ ４ 番  佐 々 木  英  政      １ ５ 番  門  脇  博  美  

      １ ６ 番  倉  橋  重  基      １ ７ 番  佐  藤  孝  典  

      １ ９ 番  真  崎  純  孝      ２ ０ 番  石 郷 岡  勇  一  

      ２ １ 番  山  本    實      ２ ３ 番  高  橋  政  敏  

      ２ ４ 番  鈴  木  八 寿 男      ２ ５ 番  小  松  清  記  

      ２ ６ 番  藤  村  紀  章      ２ ７ 番  羽  川  正  幸  

４ ． 欠 席 委 員  (５ 人 ) 

       ２ 番  新  山  昌  樹       ４ 番  藤  川    栄  

      １ ０ 番  田  村  圭  紀      １ ８ 番  伊  藤  長  三  

      ２ ２ 番  藤  村  隆  清  

５ ． 遅 刻 委 員  （ ２ 名 ）  

       ８ 番  田  村  博  美 （ ９ 時 １ ９ 分 到 着 ）  

      ２ ０ 番  石 郷 岡  勇  一 （ ９ 時 １ ９ 分 到 着 ）  

６ ． 議 事 日 程  

    第 １  開 会 宣 言                                 



第 ２  会 長 挨 拶                                 

第 ３  議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名                     

  第 ４  会 務 諸 報 告                                

  第 ５   

   １ ． 報   告  

     （ １ ） 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て  

     （ ２ ） 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 照 会 書 に つ い て  

     （ ３ ） 平 成 ２ ３ 年 度 水 稲 作 況 調 査 結 果 に つ い て  

   ２ ． 議   事  

    （ １ ） 議 案 第 ４ ３ 号    

        農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て  

    （ ２ ） 議 案 第 ４ ４ 号    

        農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決

定 に つ い て  

    （ ３ ） 議 案 第 ４ ５ 号  

        現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て  

    （ ４ ） 議 案 第 ４ ６ 号 （ 追 加 ）  

        仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て  

    （ ５ ） そ の 他  

  第 ６  閉    会  

 

７ ． 事 務 局 職 員  

    事 務 局 長  藤  原  一  良       補   佐  竹  下  義  博  

    主   任   藤  原  正  輝       主   任  小 木 田  満  洋  



８ ． 農 山 村 活 性 課 職 員  

    主   査  樫  尾    健  

 

９ ． 書    記  

        主   任  小 木 田  満  洋  

 

１ ０ ． 議 事 録 署 名 員  

          １ 番  佐  藤    和        ３ 番  糸  井    淳  

 

１ １ ． 会 議 の 概 要  

 議   長    た だ 今 か ら 平 成 ２ ３ 年 第 １ ３ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま

す 。 始 め に 、 前 回 の 総 会 を 欠 席 し た こ と を お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。 今 年 は

な か な か 晴 天 が 続 か な く 、秋 作 業 が 進 ま な い 状 況 で す 。私 個 人 と し て も 、

雨 が 続 い て ぬ か る ん だ 圃 場 に 入 れ な い と い っ た こ と が 続 き 、 ほ と ん ど 手

を 付 け て い な い 状 況 で す 。 皆 さ ん も か な り 作 業 が 遅 れ て い る こ と と 思 わ

れ ま す 。 こ の 先 、 晴 天 に 恵 ま れ る こ と を 祈 り ま し て 、 挨 拶 と さ せ て い た

だ き ま す 。  

 議   長    そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ２ 名 。 欠 席 委 員 は ５ 名 で ご ざ

い ま す 。 よ っ て 、 本 総 会 は 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。  

 議   長    次 に 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い で

し ょ う か 。  

        『 異 議 な し 』 の 声  

 議   長    そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に １ 番 佐 藤 委 員 、 ３ 番 糸 井 委 員 両 名 を 指 名 し ま

す 。 会 議 書 記 に は 小 木 田 主 任 を 指 名 し ま す 。  



        本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に

従 い 進 行 い た し ま す 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

『 異 議 な し 』 の 声  

 議   長    異 議 な し と 認 め ま す 。 そ れ で は 日 程 ４ 、 会 務 諸 報 告 を お 願 い し ま す 。  

  藤 原 局 長    会 務 報 告 に 入 る 前 に ２ 点 ほ ど 報 告 が あ り ま す 。 ひ と つ は 、 本 日 ご 審 議

い た だ く 予 定 で あ っ た 議 案 第 ４ ２ 号 、 農 地 法 第 ３ 条 関 係 の 案 件 で ご ざ い

ま す が 、 昨 日 、 申 請 人 双 方 か ら 取 り 下 げ の お 願 い が あ り ま し た の で ご 報

告 し ま す 。 も う ひ と つ は 追 加 議 案 に つ い て で ご ざ い ま す 。 農 業 振 興 地 域

の 変 更 に 関 す る 案 件 で ご ざ い ま す 。 こ の こ と に つ い て 、 仙 北 市 長 よ り 諮

問 を 受 け た の で 追 加 議 案 と し て 上 程 を お 願 い し た い と 思 い ま す 。 こ の こ

と に つ き ま し て は 、 後 ほ ど 詳 し く 説 明 し た い と 思 い ま す 。 そ れ で は 、 会

務 報 告 を 始 め ま す 。  

        《 会 務 諸 報 告 の 朗 読 及 び 説 明 》 （ ９ 時 １ １ 分 ）  

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受

け し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま

す 。 事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。  

 小 木 田 主 任   報 告 １ 、 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て 。 農 地 法

第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て 、 受 理 し た 旨 通 知 し た の で

ご 報 告 し ま す 。 届 出 が ８ 件 あ り ま し た 。 届 出 者 、 農 地 の 所 在 等 は 資 料 に

記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。 ８ 件 全 て が 相 続 に よ る 所 有 権 の 取 得 と な っ

て お り ま す 。 続 き ま し て 報 告 ２ 、 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 照 会 書 に つ い

て 。 ９ 月 １ ３ 日 付 け で 秋 田 地 方 法 務 局 大 曲 支 局 登 記 官 よ り 照 会 が あ っ た

の で ご 報 告 い た し ま す 。 会 務 報 告 で も あ っ た と お り 、 ９ 月 １ ６ 日 に 申 請

代 理 人 で あ る ○ ○ 土 地 家 屋 調 査 士 立 ち 会 い の 下 、 藤 村 代 理 、 糸 井 農 地 委



員 長 、 山 本 担 当 委 員 と 事 務 局 で 現 地 調 査 を 行 い ま し た 。 申 請 人 が ○ ○ 地

区 の ○ ○ さ ん 。 土 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が 田 。 面 積 が ２ １ １ ㎡ 。 変 更 後

の 地 目 が 宅 地 と な っ て お り ま す 。 土 地 の 現 況 は 小 屋 が 建 っ て い る こ と か

ら 宅 地 と 判 断 さ れ ま す 。○ ○ 土 地 家 屋 調 査 士 か ら の 聞 き 取 り 内 容 で す が 、

昭 和 ４ １ 年 頃 の 国 道 ○ ○ 号 線 拡 幅 に よ り 、 小 屋 を 現 在 の 場 所 に 移 動 し た

と の こ と で し た 。 申 請 地 は 宅 地 、 水 路 等 に 囲 ま れ て お り 、 生 産 性 の 低 い

第 ２ 種 農 地 と 判 断 さ れ ま す 。 よ っ て 、 現 状 回 復 命 令 を 発 し な い 旨 回 答 し

て お り ま す 。 報 告 １ 、 ２ に つ い て は 以 上 で す 。  

 藤 原 主 任    報 告 ３ 、 平 成 ２ ３ 年 度 水 稲 作 況 調 査 結 果 に つ い て 。 調 査 結 果 は 資 料 に

記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。ひ と つ 参 考 に し て い た だ き た い と 思 い ま す 。

以 上 で す 。  

 議   長    報 告 が 終 わ り ま し た 。 そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 ４ ２ 号 、 ３ 条

関 係 は 審 議 案 件 が １ 件 で す が 、 先 ほ ど 事 務 局 か ら 説 明 が あ っ た と お り 、

取 り 下 げ 申 請 が あ っ た の で 次 の 議 案 に 移 り ま す 。 議 案 第 ４ ３ 号 、 農 地 法

第 ５ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま

す 。  

 藤 原 局 長    議 案 第 ４ ３ 号 。 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。

農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で

審 議 の う え 許 可 の 可 否 を 求 め る も の で す 。 平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 ７ 日 提 出 。

仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。  

 竹 下 補 佐    議 案 第 ４ ３ 号 に つ い て 説 明 し ま す 。 許 可 申 請 が １ 件 あ り ま し た 。 農 地

の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ９ ６ ７ ㎡ 。 使 用 貸 借 権 設 定 の

案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は ○ ○ 県 の ○

○ さ ん 。転 用 目 的 は 農 家 住 宅 の 建 築 。施 設 等 は 農 家 住 宅 、農 機 具 格 納 庫 、



通 路 、 そ の 他 と な っ て お り ま す 。 転 用 す る 目 的 は 、 現 在 の 住 宅 の 老 朽 化

に 伴 い 、 住 宅 の 新 築 を 計 画 し た 。 ま た 、 息 子 夫 婦 と 同 居 す る た め 、 広 い

住 宅 が 必 要 に な っ た と な っ て お り ま す 。 別 冊 の 資 料 を 基 に 説 明 し ま す 。

申 請 地 の 位 置 は 案 内 図 に 記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。 転 用 を 必 要 と す る

事 業 の 概 要 で す が 、 住 宅 建 築 面 積 が １ ６ ４ ． １ ２ ㎡ 。 農 機 具 格 納 庫 建 築

面 積 が 約 ２ ０ ㎡ 。 駐 車 兼 農 作 業 ス ペ ー ス 等 合 計 ９ ６ ４ ㎡ と な っ て お り ま

す 。 事 業 費 に つ き ま し て は 、 自 己 資 金 と 金 融 機 関 か ら の 借 入 金 で 対 応 す

る と の こ と で す 。 用 地 造 成 に 伴 う 被 害 防 除 計 画 に つ い て で す が 、 緩 衝 地

を 設 け て 防 除 対 策 を 講 ず る と い う こ と に な っ て お り ま す 。 排 水 計 画 に つ

い て は 、 合 併 浄 化 槽 を 利 用 す る と な っ て お り ま す 。 配 置 図 、 平 面 図 、 立

面 図 は 資 料 の と お り で ご ざ い ま す 。 申 請 地 は 第 １ 種 農 地 と 判 断 さ れ ま す

が 、 施 行 規 則 ３ ３ 条 の ４ 項 の 許 可 条 件 の 集 落 に 隣 接 す る 住 宅 施 設 と い う

こ と で の 申 請 に な っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 を ２ ３ 番 高 橋 委 員 お 願 い し ま す 。  

 23番 高 橋    １ ０ 月 ３ 日 、 午 前 ９ 時 ３ ０ 分 に 申 請 人 で あ る ○ ○ さ ん 、 施 行 主 の ○ ○

さ ん 、 竹 下 補 佐 と 私 で 現 地 を 確 認 し て ま い り ま し た 。 隣 接 農 地 の 所 有 者

か ら は 同 意 を い た だ い て お り ま す 。 排 水 に つ い て も 合 併 浄 化 槽 を 利 用 し

て 、排 水 路 に 流 す と い う こ と で す の で 問 題 は 無 い と 思 い ま す 。以 上 で す 。  

 議   長    現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ３ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご

ざ い ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 議 案 第 ４ ３ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に



決 定 し ま す 。       （ ９ 時 ２ ６ 分 ）  

 議   長    次 に 、 議 案 第 ４ ４ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て

を 上 程 し ま す が 、 利 害 関 係 者 の 退 席 を 求 め ま す 。 １ ４ 番 佐 々 木 委 員 お 願

い し ま す 。  

        １ ４ 番 佐 々 木 退 席 （ ９ 時 ２ ７ 分 ）  

 議   長    説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 局 長    議 案 第 ４ ４ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 用 地 利 用 集 積 計 画

に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に

基 づ き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り

諮 問 を 受 け た の で 、 審 議 の う え 井 年 の 決 定 を 求 め る も の で す 。 平 成 ２ ３

年 １ ０ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。  

 藤 原 主 任    議 案 第 ４ ４ 号 、整 理 番 号 ３ 番 に つ い て 説 明 し ま す 。農 地 の 所 在 が ○ ○ 。

登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ２ ， ８ ３ ５ ㎡ 。 利 用 権 再 設 定 の 案 件 で ご ざ い

ま す 。 設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ５ 才 。 受 け る の が 同 じ く ○ ○

地 域 の ○ ○ さ ん ５ ６ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は １ ０ 年 間 。 賃 借

料 が １ ０ ａ 当 た り １ ８ 千 円 の 年 額 ５ １ ，０ ３ ０ 円 。備 考 と い た し ま し て 、

○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型 は 稲 作 と 穀 類 と な っ て お り ま す 。

以 上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ４ 号 の 整 理 番 号 ３ 番 に つ い て は 、 こ の よ

う に 策 定 す る こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ４ 号 の 整 理 番 号 ３ 番 に つ い て



は 適 正 と 認 め る こ と に 決 定 し ま す 。 １ ４ 番 佐 々 木 委 員 の 復 帰 を お 願 い し

ま す 。  

        １ ４ 番 佐 々 木 帰 席 （ ９ 時 ２ ８ 分 ）  

 議   長    次 に 、 整 理 番 号 ３ 番 を 除 い て 一 括 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 主 任    整 理 番 号 ３ 番 を 除 い て 説 明 し ま す 。利 用 権 再 設 定 の 案 件 が ２ 件 で す が 、

ど ち ら も 賃 借 料 、 期 間 等 問 題 無 い と 思 い ま す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い た

だ き ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ４ 号 の 整 理 番 号 ３ 番 を 除 く 案 件 に つ い て

は こ の と お り 策 定 す る こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ４ 号 の 整 理 番 号 ３ 番 を 除 く 案

件 に つ い て は 適 正 と 認 め る こ と に 決 定 し ま す 。  （ ９ 時 ３ ２ 分 ）  

 議   長    次 に 、 議 案 第 ４ ５ 号 、 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を

上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 局 長    議 案 第 ４ ５ 号 。 現 況 非 農 地 証 明 願 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て 。 別 紙 の

と お り 、 現 況 非 農 地 証 明 願 い の 提 出 が あ っ た の で 、 審 議 の う え 許 可 の 可

否 を 求 め る も の で す 。 平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会

長 、 羽 川 正 幸 。  

 竹 下 補 佐    議 案 第 ４ ５ 号 に つ い て 説 明 し ま す 。 申 請 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 地

目 畑 。 現 況 地 目 原 野 と 、 ○ ○ 。 登 記 簿 地 目 田 。 現 況 地 目 原 野 の ２ 筆 。 面

積 が １ ，１ １ ６ ㎡ で す 。所 有 者 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。非 農 地 の 事 由 が 、

湿 地 の た め 作 付 困 難 と な っ て お り ま す 。 別 冊 資 料 を ご 覧 く だ さ い 。 場 所



は 国 道 ○ ○ 号 線 か ら 県 道 主 要 道 路 ○ ○ 線 に 入 っ た 案 内 図 で 申 請 地 と 記 載

さ れ て い る と こ ろ で す 。 宅 地 等 に 囲 ま れ た 農 地 で す 。 現 況 は ヨ シ 、 ス ス

キ 等 が 繁 茂 し て い る 状 況 で す 。 以 上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 を １ ９ 番 真 崎 委 員 よ り お 願 い し ま

す 。  

 19番 真 崎    ９ 月 ８ 日 に 代 理 、 農 地 委 員 長 、 竹 下 補 佐 と 申 請 人 で 現 地 を 確 認 し ま し

た 。 排 水 不 良 の た め 作 付 困 難 と い う こ と で す が 、 用 水 も 沢 水 を 利 用 し な

け れ ば 確 保 で き な い 農 地 で ご ざ い ま す 。 水 路 を 引 く に も 、 距 離 が あ り 困

難 だ と い う こ と を 確 認 し ま し た 。 以 上 で す 。  

 議   長    現 地 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

 議   長    申 請 地 は 元 々 申 請 者 の 農 地 で す か 。 そ れ と も 譲 り 受 け た 農 地 で す か 。  

 竹 下 補 佐    以 前 に ○ ○ さ ん か ら 譲 り 受 け た 農 地 で す 。  

 １ 番 佐 藤    排 水 不 良 と い う こ と で し た が 、 ど の よ う な 状 況 で す か 。  

 19番 真 崎    市 道 拡 幅 に 伴 い 、 Ｕ 字 溝 を 入 れ た 関 係 か ら 排 水 路 が 少 し 高 く な っ て し

ま い 排 水 不 良 と な っ て い る 状 況 で す 。 先 ほ ど 議 長 か ら 譲 り 受 け た 農 地 か

と い う 質 問 が あ り ま し た が 、 ４ 年 ほ ど 前 に ○ ○ さ ん が 体 調 不 良 と い う こ

と で お 願 い さ れ た 農 地 で ご ざ い ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    他 に あ り ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ５ 号 に つ い て は 非 農 地 証 明 す る こ と に ご

異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 議 案 第 ４ ５ 号 に つ い て は 非 農 地 証 明 す る

こ と に 決 定 し ま す 。     （ ９ 時 ３ ８ 分 ）  



 議   長    次 に 、 追 加 議 案 に つ い て 上 程 す る 理 由 を 事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。  

 竹 下 補 佐    追 加 議 案 を 上 程 す る 理 由 で す が 、 １ ０ 月 ５ 日 付 け で 農 山 村 活 性 課 か ら

仙 北 農 業 振 興 地 域 の 変 更 に 関 す る 意 見 に つ い て の 照 会 が あ り ま し た 。 変

更 計 画 で す が 、 編 入 が ４ 件 、 除 外 が ５ 件 で す 。 県 と の 事 前 協 議 の 中 で 、

当 初 よ り 計 画 変 更 協 議 が 早 く 整 っ た と い う こ と と 、 除 外 申 請 者 か ら の 早

く 着 手 し た い と の 要 望 等 踏 ま え て 今 回 の 総 会 に 上 程 す る こ と を お 願 い す

る も の で す 。 以 上 で す 。  

 議   長    こ の こ と に つ い て 、 追 加 議 案 と し て 上 程 し て も よ ろ し い で す か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 追 加 議 案 と し て 上 程 す る こ と に 決 定 し

ま す 。  

 議   長    議 案 第 ４ ６ 号 、 仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て

を 上 程 し ま す 。 こ の 案 件 に つ い て は 、 農 山 村 活 性 課 の 樫 尾 主 査 よ り 説 明

を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 局 長    議 案 第 ４ ６ 号 、仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。

農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 第 ３ 条 の ２ の 規 定 に 基 づ き 、

別 紙 の と お り 仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 の 変 更 に つ い て 、 仙 北 市 長 よ り

意 見 を 求 め ら れ た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る も の で す 。 平 成

２ ３ 年 １ ０ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。  

 樫 尾 主 査    議 案 第 ４ ６ 号 に つ い て 説 明 し ま す 。 編 入 が ４ 件 、 除 外 が ５ 件 の 申 請 が

あ り ま し た 。編 入 の 案 件 か ら 説 明 し ま す 。表 示 番 号 １ 番 は 通 常 編 入 で す 。

表 示 番 号 ２ 番 、 ３ 番 、 ４ 番 に つ き ま し て は 、 事 業 内 容 の 変 更 に 伴 う 再 編

入 の 案 件 と な っ て お り ま す 。 表 示 番 号 １ 番 。 申 請 者 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ

ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が 田 の ６ ２ ５ ㎡ 。 こ の 件 に つ き ま し て は 、



平 成 ２ ０ 年 に 農 振 の 計 画 を 策 定 し た 際 に 事 務 錯 誤 に よ り 除 外 さ れ て し ま

っ た と い う こ と で 今 回 、 編 入 す る も の で す 。 続 き ま し て 表 示 番 号 ２ 番 。

申 請 者 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が 田 の １ ， ６ ８

６ ㎡ 。 今 年 の ２ 月 に 介 護 施 設 を 建 設 し た い と い う こ と で 除 外 の 申 請 が あ

り ま し た が 、 事 業 内 容 の 変 更 に 伴 い 今 回 、 再 編 入 す る も の で す 。 続 き ま

し て 表 示 番 号 ３ 番 。 申 請 者 が ○ ○ 市 の ○ ○ さ ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地

目 が 田 の ８ ６ ８ ㎡ 。 こ の 件 に つ き ま し て は 、 事 業 主 で あ る ○ ○ さ ん が 申

請 地 を 駐 車 場 及 び 資 材 置 き 場 と し て 転 用 す る 計 画 で し た が 、 事 業 内 容 の

変 更 に 伴 い 再 編 入 す る も の で す 。 続 き ま し て 表 示 番 号 ４ 番 。 申 請 者 が ○

○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が 田 の ８ ０ ４ ㎡ 。 こ の 件 に

つ き ま し て は 、 事 業 主 が 申 請 地 に 堆 肥 舎 を 建 設 予 定 で し た が 、 事 業 内 容

の 変 更 に 伴 い 再 編 入 す る も の で す 。 申 請 地 周 辺 図 は 資 料 の と お り で ご ざ

い ま す 。 編 入 に つ い て は 以 上 で す 。 次 に 、 除 外 に つ い て 説 明 し ま す 。 表

示 番 号 １ 番 。 所 有 者 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が

田 。 面 積 が ６ ３ １ ㎡ 。 変 更 理 由 は 一 般 個 人 住 宅 及 び 車 庫 の 建 築 と な っ て

お り ま す 。 続 き ま し て 表 示 番 号 ２ 。 所 有 者 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 事 業

主 が ○ ○ さ ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が 田 。 面 積 が ２ 筆 合 計 で ４ ， ０

０ ４ ㎡ 。 変 更 理 由 は 駐 車 場 及 び 養 蜂 箱 仮 置 き 場 と な っ て お り ま す 。 続 き

ま し て 表 示 番 号 ３ 番 。所 有 者 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。農 地 の 所 在 が ○ ○ 。

地 目 が 畑 。 面 積 が ８ ０ ６ ㎡ 。 変 更 理 由 は 一 般 個 人 住 宅 の 建 築 と な っ て お

り ま す 。 続 き ま し て 表 示 番 号 ４ 番 。 所 有 者 が ○ ○ 県 の ○ ○ さ ん 。 事 業 主

が ○ ○ さ ん 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が 畑 。 面 積 が ５ ０ ４ ㎡ 。 変 更 理 由

が 退 避 場 及 び 堆 雪 場 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 表 示 番 号 ５ 。 所 有 者

が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 事 業 主 が ○ ○ 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 地 目 が 畑 。



面 積 が ８ １ １ ㎡ の 内 ３ ６ ． ３ ６ ㎡ 。 変 更 理 由 は 消 防 団 ポ ン プ 庫 建 築 と な

っ て お り ま す 。 申 請 地 周 辺 図 、 平 面 図 、 立 面 図 に つ き ま し て は 資 料 に 載

せ て い ま す の で ご 覧 い た だ き た い と 思 い ま す 。 以 上 で 議 案 第 ４ ６ 号 の 説

明 を 終 わ り ま す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

 ３ 番 糸 井    編 入 に つ い て で す が 、 再 編 入 し た 農 地 を ま た 除 外 す る よ う な 申 し 出 は

あ り ま す か 。  

 樫 尾 主 査    再 編 入 の 場 合 は 一 度 除 外 の 手 続 き を 行 っ て お り ま す 。 計 画 変 更 と い う

の は 金 銭 的 な 理 由 、 施 設 を 建 築 す る 際 に 周 辺 住 民 か ら 同 意 を 得 ら れ な か

っ た 等 の 理 由 が あ り 、 事 業 の 変 更 あ る い は 中 止 と な り ま す 。 そ う な れ ば

今 回 の よ う に 再 編 入 す る こ と に な り ま す が 、そ の 際 に 申 請 者 の 方 々 に は 、

一 度 再 編 入 し た 農 地 は 再 度 除 外 す る こ と は 難 し い と 念 を 押 し て お り ま す

の で そ の よ う な こ と に は な ら な い と 思 い ま す 。  

 議   長    私 も そ の こ と に つ い て 聞 い て み た か っ た の で す が 、 今 の 説 明 で 理 解 で

き ま し た 。 他 に あ り ま せ ん か 。  

 12番 青 柳    一 度 農 振 除 外 し た 農 地 を 再 編 入 す る と い う の は 、 そ の 年 内 で あ れ ば 認

め る と い う こ と だ と 思 い ま す が 、 ５ 年 １ ０ 年 と 経 っ て か ら の 編 入 は で き

る の か 教 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 樫 尾 主 査    再 編 入 ３ 件 あ り ま し た が 、 農 振 の 計 画 書 の 策 定 、 内 容 変 更 の 作 業 が ５

年 に 一 度 あ り ま す 。 前 回 は 平 成 ２ ０ 年 の ５ 月 に 農 振 の 計 画 書 を 策 定 し て

お り ま し て 、 次 の 変 更 手 続 き を す る の が 平 成 ２ ５ 年 に な り ま す 。 今 回 再

編 入 し た 件 に つ き ま し て は 、 所 有 者 か ら の 申 し 出 が あ っ た か ら で す 。 仮

に 所 有 者 の 方 が 今 回 再 編 入 し な く て も 、 次 の 策 定 の と き に 再 編 入 し て く

れ れ ば い い と い う 考 え で あ れ ば 今 回 の よ う に 再 編 入 と し て 案 件 に は 上 が



り ま せ ん 。  

 議   長    他 に あ り ま せ ん か 。  

 ３ 番 糸 井    除 外 の 表 示 番 号 ２ 番 に つ い て 、 か な り の 面 積 を 除 外 す る 計 画 で す が 、

公 共 施 設 等 以 外 の 用 途 で 個 人 が こ の 面 積 を 除 外 で き る の か ど う か お 聞 き

し た い で す 。  

 樫 尾 主 査    地 域 振 興 局 と 農 山 村 活 性 課 で の 事 前 協 議 の 段 階 で は 、 申 請 に 係 る 農 地

を 農 畜 産 物 販 売 施 設 そ の 他 地 域 の 農 業 の 振 興 に 資 す る 施 設 と 位 置 づ け て

許 可 基 準 と し て お り ま す 。 補 足 に な り ま す が 、 今 現 在 店 舗 が あ る 場 所 に

駐 車 場 が あ り ま す が 、 土 日 祝 日 、 イ ベ ン ト 等 が あ る 日 は 近 く に あ る 大 曲

産 業 機 械 さ ん の ほ う か ら 臨 時 駐 車 場 を 借 り て い る そ う で す 。 臨 時 駐 車 場

に つ い て で す が 、 バ ス が 入 れ な い 、 駐 車 場 か ら 店 舗 ま で 車 道 に 列 が は み

出 し て 歩 い て い る お 客 さ ん が い た り 、 駐 車 場 が 満 車 で 車 道 に 違 法 駐 車 し

て い る ケ ー ス も あ る と い う こ と で 警 察 の 方 か ら も そ の よ う な 状 況 を な ん

と か し て い た だ き た い と い う 話 が あ っ た そ う で す 。こ の よ う な こ と か ら 、

今 回 の 申 請 に 至 っ た と の こ と で す 。  

 議   長    他 に あ り ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、原 案 ど お り 決 定 す る こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。 

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ６ 号 に つ い て は 原 案 ど お り 決

定 し ま す 。        （ １ ０ 時 １ ０ 分 ）  

 議   長    次 に 、 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 が あ り ま し た ら お 願 い し ま す 。  

 ５ 番 三 浦    共 済 組 合 か ら の 報 告 で す 。 水 稲 共 済 と 大 豆 共 済 の 被 害 申 告 状 況 に つ い

て で す が 、水 稲 共 済 の 角 館 地 区 が １ １ 戸 の １ ４ ８ 筆 。１ ，７ ５ ９ ．６ ａ 。



西 木 地 区 が ２ ３ 戸 の ２ ３ ８ 筆 。 ２ ， ９ ７ ７ ． ４ ａ 。 田 沢 湖 地 区 が ３ １ 戸

の ８ １ ４ 筆 。 ２ ， ８ ３ ３ ． １ ａ で ご ざ い ま す 。 組 合 全 体 と い た し ま し て

は ２ ８ ５ 戸 の ３ ， ６ ０ ８ 筆 。 ５ ５ ， ２ ５ ７ ． ２ ａ と な っ て お り ま す 。 次

に 大 豆 共 済 の 被 害 申 告 状 況 で す が 、 角 館 地 区 が ８ 戸 の ８ ７ 筆 。 １ ， １ ４

０ ． ９ ａ 。 西 木 地 区 が １ 戸 の １ 筆 。 ６ ５ ． ６ ａ 。 田 沢 湖 地 区 が ５ 戸 の ６

１ 筆 。 １ ， ３ ４ １ ． ０ ａ で ご ざ い ま す 。 組 合 全 体 と い た し ま し て は 、 １

６ ６ 戸 の ３ ， ７ ３ ９ 筆 。 ６ ７ ， ５ ４ ４ ． ６ ａ と な っ て お り ま す 。 水 稲 共

済 に つ き ま し て は 良 い 評 価 を し て い る 次 第 で す が 、 今 後 結 果 が 出 ま し た

ら ご 報 告 し た い と 思 っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    水 稲 に つ い て は ど の よ う な 被 害 が 多 い で す か 。  

 ５ 番 三 浦    風 水 害 と い う 申 告 を 多 数 受 け て お り ま す 。  

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。 他 に あ り ま せ ん か 。  

 20番 石 郷 岡   前 回 、 加 算 金 と い う こ と で 報 告 し ま し た が 、 そ の 後 新 聞 等 で ご 覧 に な

っ た と 思 い ま す が 、 全 農 で は １ 俵 １ ５ 千 円 の 相 対 業 者 と の 契 約 が で き る

と い う こ と に な り ま し て 、 更 に ５ ０ ０ 円 追 加 す る と い う こ と が 決 定 し ま

し た 。 ト ー タ ル で １ ２ 千 円 と な り ま す 。 お ば こ と し て は １ ５ 千 円 か ら 最

終 的 に は １ ４ ， ３ ０ ０ 円 か ら １ ４ ， １ ０ ０ 円 く ら い ま で 下 が る の で は な

い か と 見 て い ま す 。 そ れ と 、 放 射 能 に つ い て で す が 、 秋 田 県 の 米 は 大 丈

夫 た ど い う こ と で 、 表 示 は し な い と い う 指 導 が あ り ま し た の で ご 理 解 い

た だ き た い と 思 い ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。 そ れ で は 協 議 に 入 り ま す 。 事 務 局 よ り お 願

い し ま す 。  

 藤 原 局 長    始 め に 、 第 ５ ５ 回 秋 田 県 農 業 委 員 大 会 の 日 程 に つ い て で す が 、 資 料 に

記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。 次 に 、 平 成 ２ ４ 年 度 仙 北 市 農 業 施 策 、 建 議



に つ い て で す が 、 今 ま で は 農 政 専 門 委 員 会 に 検 討 し て い た だ い て い た わ

け で す が 、 今 回 も そ れ で い い の か ご 協 議 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。

以 上 で す 。  

 議   長    建 議 に つ い て は 、 今 回 も こ の よ う に し た い と 思 っ て い ま す が 、 ど う で

し ょ う か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    そ れ で は 、 農 政 専 門 委 員 会 に 付 託 す る こ と に 決 定 し ま す 。 よ ろ し く お

願 い し ま す 。  

         （ 閉  会 ）  

 議   長    以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ３ 年 第 １ ３ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い

た し ま す 。 お 疲 れ 様 で し た 。 （ １ ０ 時 ３ ５ 分 ）  

     上 記 の と お り 会 議 の 顛 末 を 記 載 し 、 相 違 な い こ と を 認 め 署 名 す る 。  

        平 成 ２ ３ 年 １ １ 月 ２ ５ 日  

 

                 議    長         羽  川  正  幸           

                    署  名  員    １ 番   藤    和            佐  

                    署  名  員    ３ 番   井    淳            糸  

 


